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■事業報告 
業務の適正を確保するための体制及び運用状況の概要 

 
（１）監査委員会の職務の執行のため、監査委員の職務を補助する専属の使用人を配置するなど独立性を担保するとともに、

監査委員の職務の執行に際して生ずる費用又は債務の処理についての社内規程を定め、適切に処理しています。 
また、監査委員会への報告に関する体制を整備し、内部統制部門より当社及び子会社に関する情報を監査委員会に報告

するとともに、内部通報制度を整備し、その内容について監査委員に報告しています。 
さらに、監査委員は、執行役会議等重要な会議への出席、執行役並びに当社事業所及び子会社幹部へのヒアリング等の

調査を実施するとともに、会計監査人及び監査担当執行役から定期的な報告を受け、監査の方針・方法、実施状況及び結果
等の協議を行っています。 
項目 決議事項 運用状況    

監査委員会の
職務の執行の
た め 必 要 な
も の と し て
法 務 省 令 で
定める事項 

・ 監査委員会の職務を補助する専属の使用人
を配置する。 

・ 人事部長は、監査委員会の職務を補助する
専属の使用人の人事考課及び人事異動
に際して、監査委員と協議する。 

・ 当社及び子会社に関する情報を、当社内部
統制部門を通じて監査委員会に報告する
ための体制を定める。 

・ 当社及び子会社に関する情報を監査委員会
に報告した者を保護する社内規程・体制
を定める。 

・ 監査委員の職務の執行に際して生ずる
費用又は債務の処理に関する社内規程を
定める。 

・ その他監査委員会の監査に関わる以下の
体制を定める。 
-当社及び子会社の調査を実施する。 
-会計監査人及び監査担当執行役との定期
的な報告会等を通じ、監査の方針・方法、
実施状況及び結果等を協議する。 

・ 監査委員会の職務を補助する専属の使用人を配置し、監査
委員会の職務を補助している。 

・ 人事部長は、監査委員会の職務を補助する専属の使用人の
人事考課及び人事異動に際して、監査委員と協議している。 

・ 情報の種類に応じた報告体制を定め、内部統制部門より
当社及び子会社に関する情報を監査委員会に報告している。 

・ 内部監査結果について、内部監査人より監査担当執行役を
通じ監査委員会に定期的に報告している。 

・ 内部通報制度を整備し、その内容について監査委員に報告
している。 

・ 当社及び子会社に関する情報を監査委員会に報告した者を
保護する社内規程・体制を定め、周知徹底している。 

・ 監査委員の職務の執行に際して生ずる費用又は債務の処理
について社内規程を定め、適切に処理している。 

・ 監査委員は、執行役会議等重要な会議への出席、執行役並び
に当社事業所及び子会社幹部へのヒアリング等の調査を実施
している。 

・ 監査委員会は、会計監査人及び監査担当執行役から定期的に
報告を受け、意見交換等を行い、監査の方針・方法、実施状況
及び結果等を協議している。  

（２）三菱電機グループの業務の適正を確保するために必要な社内規程・体制等を定めるとともに、当該体制については、
各執行役が自己の分掌範囲について責任を持って構築し、重要事項については執行役会議を開催して審議を行っています。 
また、運用状況については各執行役が自ら定期的に点検し、内部統制部門が内部統制体制、規程等の整備・運用状況等の

点検を実施するとともに、内部通報制度を整備し、その内容について監査委員に報告しています。 
さらに、当該体制の運用状況について、内部監査人が監査を行い、監査担当執行役を通じ、監査の結果を定期的に監査委員会に

報告しています。 
項目 決議事項 運用状況     

執行役の職務 
の執行が法令 
及 び 定 款 に 
適合すること 
を 確 保 す る 
ための体制 

執行役の職務の執行が法令及び定款に適合
することを確保するための社内規程を
定める。 
その運用状況は、内部監査人が監査を行う。 

・ 執行役の職務の執行が法令及び定款
に適合することを確保するための社内
規程を定め、これらに基づき職務執行
を行っている。 

・ 全執行役を対象に定期的にコンプライ
アンス教育を実施するとともに、法改正
や社会動向を踏まえた執行役としての
留意事項を提供している。 

三菱電機グループに
おける業務の適正
を確保するための
体制については、各
執行役が自己の分掌
範囲について責任
を持って構築し、
運用状況について
自ら定期的に点検
している。 
また、内部統制部門
が内部統制体制、
規 程 等 の 整 備 ・
運用状況等の点検を
実施するとともに、
内 部 通 報 制 度 を
整備し、その内容
について監査委員
に報告している。 
当該体制の運用状況
については、内部
監 査 人 が 監 査 を
行 い 、 監 査 担 当
執行役を通じ、監査
の結果を定期的に
監査委員会に報告
している。 

そ の 他 株 式 
会 社 の 業 務 
並 び に 当 該 
株式会社及び 
そ の 子 会 社 
から成る企業 
集団の業務の 
適 正 を 確 保 
す る た め に 
必要なものと 
して法務省令 
で定める体制 
の整備 

当社における業務の適正を確保するための
以下の体制を定める。 
・ 執行役の職務の執行に係る情報の保存
及び管理に関する社内規程を定める。 

・ 損失の危険の管理に関する体制は、各執行役
が自己の分掌範囲について責任を持って
構築する。 

・ 経営の効率性の確保は、各執行役が自己
の分掌範囲について責任を持って行う。 

・ 使用人の職務の執行が法令及び定款に適合
することを確保するための以下の体制
を定める。 
- 倫理・遵法に関する社内規程及び行動規範
を制定する。 
- 内部通報制度を実施する。 

・ 重要事項については、執行役会議で審議を
行う。 

・ 運用状況については、内部監査人が監査を
行う。 

・ 執行役の職務の執行に係る情報の保存
及び管理に関する社内規程を定め、
情報の保存及び管理を適切に行って
いる。 

・ 損失の危険の管理に関する体制は、
各執行役が自己の分掌範囲について
責任を持って構築するとともに、重要
事項については執行役会議を開催して
審議を行っている。 

・ 経営の効率性の確保は、各執行役が自己
の分掌範囲について責任を持って行う
とともに、重要事項については執行役
会議を開催して審議を行っている。 

・ 倫理・遵法に関する社内規程及び行動
規範を制定し、これらに基づき職務執行
を行っている。 

・ 使用人を対象に、定期的にコンプライ
アンスに関する各種の教育を実施して
いる。 

三菱電機グループにおける業務の適正を
確保するための以下の体制を定める。 
・ 当社の各執行役は、自己の分掌範囲に
おける子会社を管理する。 

・ 三菱電機グループ共通の倫理・遵法に
関する行動規範を制定する。 

・ 横断的に三菱電機グループ会社の管理を
行う専門の組織を設置する。 

・ 三菱電機グループ会社の職務執行に係る
事項の報告、損失の危険の管理及び職務
執行の効率性確保に関する体制を構築する
とともに、管理基準を制定する。重要
事項については、当社の執行役会議で
審議・報告する。 

・内部監査人による子会社の定期的な監査
を実施する。 

・ 各執行役が自己の分掌範囲における
子会社について責任を持って管理して
いる。 

・ 三菱電機グループ共通の倫理・遵法に
関する行動規範を制定し、周知徹底
している。 

・ 関係会社管理を行う専門の組織を設置
し、三菱電機グループ会社の横断的
な管理を行っている。 

・ 三菱電機グループにおける業務の適正
を確保するため、三菱電機グループ
会社の管理基準を定めるとともに、
三菱電機グループ会社の重要事項に
ついては執行役会議を開催して審議・
報告を行っている。 
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■連結計算書類

(単位：百万円)
株　主　資　本

資本金 資本剰余金 連結剰余金

その他の

包括利益

(△損失)

累計額

自己株式
株主資本

合計

２０１７年３月３１日現在残高 175,820 212,530 1,654,557 △2,052 △1,228 2,039,627 101,081 2,140,708

包括利益

当社株主に帰属する当期純利益 － － 271,880 － － 271,880 － 271,880

非支配持分帰属損益 － － － － － － 10,459 10,459

為替換算調整額 － － － 15,614 － 15,614 1,409 17,023

年金負債調整額 － － － 15,918 － 15,918 △61 15,857

有価証券未実現損益 － － － △14,939 － △14,939 64 △14,875

デリバティブ未実現損益 － － － △69 － △69 △19 △88

当期包括利益 － － 271,880 16,524 － 288,404 11,852 300,256

非支配持分との資本取引及びその他 － 720 － － － 720 △8,143 △7,423

当社株主への配当 － － △68,696 － － △68,696 － △68,696

自己株式の取得 － － － － △700 △700 － △700

自己株式の処分 － 0 － － 0 0 － 0

２０１８年３月３１日現在残高 175,820 213,250 1,857,741 14,472 △1,928 2,259,355 104,790 2,364,145

連 結 資 本 勘 定 計 算 書

その他の包括利益(△損失)

　(税効果控除後)

(２０１７年４月 １日から　２０１８年３月３１日まで)

非支配持分
資本

合計科            目

2 



連結注記表  
１． 重要な会計方針 
(1)連結計算書類の作成基準 

当社の連結計算書類は、会社計算規則第 120 条の 3 第 1 項の規定により、米国で一般に公正妥当
と認められた会計基準による用語、様式及び作成方法に準拠して作成しております。ただし、会社計算規則
第 120 条の 3第 3項において準用する同規則第 120 条第 1項後段の規定に準拠して、米国において一般
に公正妥当と認められた会計基準により要請される記載及び注記の一部を省略しております。 
当連結会計年度より、米国財務会計基準審議会の Accounting Standards Update 2015-17「繰延

税金に関する貸借対照表上の分類」(会計基準編纂書740「法人所得税」の改訂)を適用し、連結貸借対照表
において、すべての繰延税金資産及び繰延税金負債を非流動区分に分類した上で、同じ納税単位または
課税管轄地に帰属する繰延税金資産及び繰延税金負債を非流動区分内で相殺して開示しております。 

(2)棚卸資産の評価基準及び評価方法 
原材料及び製品……総平均法による低価法 
仕掛品………………注文製品については個別法による低価法、仕込製品については総平均法による低価法 

(3)有価証券の評価基準及び評価方法 
売却可能有価証券…決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部資本直入法により処理し、売却原価は

移動平均法により算定しております。)  
(4)有形固定資産の減価償却方法…… 主として定率法 
(5)引当金の計上基準 
貸倒引当金…………売掛債権・貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を
計上しております。 

退職給付引当金……従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産
の公正価値に基づき計上しております。 
過去勤務費用については、従業員の平均残存勤務年数で定額償却しております。 
年金数理計算上の純損失については、予測給付債務と年金資産の公正価値のいずれか
大きい方の10％を超える部分について、従業員の平均残存勤務年数で定額償却して
おります。 

(6)消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 
２．貸倒引当金 12,896 百万円 
３．有形固定資産の減価償却累計額 2,232,823 百万円 

また減価償却累計額には減損損失累計額が含まれております。 
４．その他の包括利益(△損失)累計額には、為替換算調整額、年金負債調整額、有価証券未実現損益、デリバティブ

未実現損益が含まれております。 
５．偶発債務 
(1)保証債務 8,505 百万円 
(2)その他 

当社は、自動車用部品等の販売に関する独占禁止法違反に関連し、民事訴訟を提起されております。
これに関して、一部の製品購入者とは既に和解し和解金を支払っております。 
自動車用部品等の競争法事案については、今後発生する可能性のある損失の見積額を競争法等関連費用

引当金として、当連結会計年度末において 1,695 百万円計上しております。 
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６． 金融商品 
(1)金融商品の状況に関する事項 

当社グループは、短期的な預金等を中心に資金運用を行い、金融機関からの借入及び社債発行等により
資金を調達しております。また、調達した資金は運転資金(主として短期)及び設備投資資金(長期)に
充当しております。 
受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、信用管理規程に沿ってリスク低減を図っております。 
デリバティブ取引に関しては、外国為替相場及び金利変動の相場による市場リスクを回避する目的で

利用しており、実需の範囲で行うことにしております。 
有価証券及び投資等は主として株式であり、上場株式については四半期ごとに時価の把握を行って

おります。 
(2)金融商品の時価等に関する事項 

当連結会計年度末における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおりで
あります。 

(単位：百万円) 

    連結貸借対照表 
計上額*1 時価*1 差額 

① 長期売掛債権 1,965 1,935 (30) 
② 有価証券及び投資等 

261,086 261,086 －      売却可能有価証券 
③ 社債及び長期借入金*2 (255,443) (252,900) 2,543 
④ デリバティブ取引*3 1,553 1,553 － 
＊1 負債に計上しているものについては、( )で表示しております。 
＊2 1 年以内に期限の到来する額を含んでおります。 
＊3 デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。 
 
(注 1)金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項 

現金及び預金、受取手形及び売掛金、支払手形及び買掛金、短期借入金は、短期間で決済される
ため、それぞれの連結貸借対照表計上額は公正価値に近似しております。 
①長期売掛債権は、将来のキャッシュ・フローから見積割引率を用いて算定した現在価値に
よっております。 
②有価証券及び投資等は、市場価格に基づいて算定しております。 
③社債及び長期借入金は、借入ごとに将来のキャッシュ・フローから期末借入金利を用いて
算定した見積現在価値によるか、または市場価格に基づいて算定しております。 
④デリバティブ取引は、主に先物為替予約によるものであり、取引相手方または第三者から
入手した相場価格によっております。 

(注 2)時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品 
有価証券及び投資等のうち、非上場株式(連結貸借対照表計上額 16,791 百万円)は、市場価格が
なく時価を把握することが極めて困難と認められるため、「②有価証券及び投資等 売却可能有価
証券」には含めておりません。 

７．１株当たり株主資本額 1,052 円 96銭 
基本的１株当たり当社株主に帰属する当期純利益  126 円 70銭 
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■計算書類

(単位:百万円)

特別償却

準備金

圧縮記帳

積立金

別途

積立金

繰越利益

剰余金

2017年3月31日残高 175,820 181,140 180 43,955 233 8,829 240,000 316,310 △1,228 965,242 121,836 △1

事業年度中の変動額

   特別償却準備金の取崩 △140 140 －

   別途積立金の積立 60,000 △60,000 －

   剰余金の配当 △68,696 △68,696

   当期純利益 203,012 203,012

   自己株式の取得 △699 △699

   自己株式の処分 0 0 0

   株主資本以外の項目の

   当期変動額(純額)
－ △15,609 0

事業年度中の変動額合計 － － 0 － △140 － 60,000 74,456 △699 133,616 △15,609 0

2018年3月31日残高 175,820 181,140 180 43,955 93 8,829 300,000 390,767 △1,928 1,098,859 106,227 △1

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

その他

有価証券

評価

差額金

繰延

ヘッジ

損益

評価・換算差額等

(２０１７年４月 １日から　２０１８年３月３１日まで)

資本

準備金

利益

準備金

資本剰余金 利益剰余金

資本金 その他利益剰余金その他

資本

剰余金

自己株式
株主資本

合計

株主資本
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個別注記表  
１．棚卸資産の評価基準及び評価方法 

製品・原材料……総平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法 
により算定) 

仕 掛 品……個別生産によるものは個別法による原価法、その他は総平均法による原価法(貸借
対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定) 

２．有価証券の評価基準及び評価方法 
(1)子会社株式及び関連会社株式……移動平均法による原価法 
(2)その他有価証券 
・時価のあるもの……事業年度末の市場価格等に基づく時価法(評価差額は、全部純資産直入法により

処理し､売却原価は移動平均法により算定) 
・時価のないもの……移動平均法による原価法 

３．有形固定資産の減価償却の方法は、定率法を採用しております。ただし、1998 年 4 月 1 日以降に
取得した建物(建物附属設備を除く)並びに 2016年 4月 1日以降に取得した建物附属設備及び構築物
については、定額法を採用しております。 

４．引当金の計上基準 
(1)貸 倒 引 当 金……受取手形・売掛金等債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権に

ついては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別
に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

(2)製 品 保 証 引 当 金……製品のアフターサービスによる費用支出に備えるため、過去の実績を
基準として発生見込額を計上しております。 

(3)受注工事損失引当金……当事業年度において見込まれる未引渡工事の損失に備えるため、当該
見込額を引当計上しております。 

(4)退 職 給 付 引 当 金……社員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務
及び年金資産の見込額に基づき、当事業年度末において発生していると
認められる額を計上しております。 

(5)海外投資等損失引当金……海外投資等に係る損失の発生に備えるため、投資先の財政状態等を斟酌
して今後発生する可能性のある損失見積額を引当計上しております。 

(6)役員退職慰労引当金……取締役及び執行役への退任慰労金支出に備えるため、内規を基礎として
算定された当事業年度末の見積額を引当計上しております。 

(7)競争法等関連費用引当金……競争法等関連費用として、今後発生する可能性のある損失見積額を引当
計上しております。 

５．消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 
６．連結納税制度を適用しております。 
７．有形固定資産の減価償却累計額 1,542,353 百万円 
  なお、減価償却累計額には減損損失累計額が含まれております。  
８．偶発債務 
(1)保証債務  3,622 百万円 
リコース条項付き売掛債権譲渡残高 2,371 百万円、社員(住宅資金融資) 1,238 百万円、 
その他 2件 12 百万円 

(2)その他 
当社は、自動車用部品等の販売に関する独占禁止法違反に関連し、民事訴訟を提起されております。
これに関して、一部の製品購入者とは既に和解し和解金を支払っております。 
自動車用部品等の競争法事案については、今後発生する可能性のある損失の見積額を競争法等関連

費用引当金として、当事業年度末において 1,695 百万円計上しております。 
９．関係会社に対する短期金銭債権 504,656 百万円 長期金銭債権 22,629 百万円 

関係会社に対する短期金銭債務 570,130 百万円 長期金銭債務 166,421 百万円 
１０．関係会社に対する売上高 1,502,998 百万円 

関係会社よりの仕入高 1,174,587 百万円 
関係会社との営業取引以外の取引高 25,557 百万円 

１１．当事業年度末の発行済株式 普通株式 2,147,201,551 株 
１２．当事業年度末における自己株式 普通株式 1,493,460 株 
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１３．配当に関する事項 
(1)配当金支払額 

決議 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 
2017 年 04月 28日 

取締役会決議 38,642 百万円 18 円 00銭 2017年3月31日 2017 年 6月 2日 

2017 年 10月 31日 
取締役会決議 30,054 百万円 14 円 00銭 2017年9月30日 2017年12月 4日 

(2)基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 
決議 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 

2018 年 04月 27日 
取締役会決議 55,816 百万円 26 円 00銭 2018年3月31日 2018 年 6月 4日 

１４．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因 
繰延税金資産 退職給付引当金等 127,040 百万円 
繰延税金負債 退職給付信託設定益等 △62,436 百万円  
繰延税金資産の純額  64,604 百万円 
(表示方法の変更) 
「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第 28 号 2018 年 2 月 16 日。以下
「税効果会計基準一部改正」という。)が当事業年度末に係る計算書類から適用できるようになった
ことに伴い、当事業年度から税効果会計基準一部改正を適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の
区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更しております。 

１５．関連当事者との取引 

属性 会社名 議決権等の
所有割合 

関連当事者 
との関係 取引の内容 取引金額 (百万円) 科目 期末残高 

(百万円) 

子会社 三菱電機 
ヨーロッパ社 直接 100% 

当社の製品を
販売している｡ 

当社製品の
販売(注) 200,126 売掛金 86,523 

子会社 
三菱電機 
住環境 
システムズ 
株式会社 

直接 73% 
間接 27% 

当社住宅設備
機器及び家庭
電 気 機 器 を 
販売している｡ 

当社製品の
販売(注) 186,466 売掛金 44,833 

子会社 
三菱電機 

オートモーティブ・ 
アメリカ社 

間接 100% 
当社より部品を
購入し、自動車
機器を製造及び
販売している。 

当社製品の
製造・販売
(注) 

105,498 売掛金 33,297 

(注)当社製品の販売については、価格その他の取引条件は、市場の実勢を参考に折衝の上決定しております。 
１６．１株当たり純資産額 561 円 63銭 

１株当たり当期純利益 94 円 61銭 
１７．減損損失 3,580 百万円は、有形固定資産等の減損によるものであります。 

 
以上 
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